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発表概要 目的 
近年、アルツハイマー病（AD）の有用な診断ツールとして血漿アミロイドβ（Aβ）測定が注
目されている。我々はこれまでに血漿 Aβ42/40 比によってアミロイド PET 検査結果を曲線
下面積 0.86 以上という高い性能で予測できることを報告している。しかし、血漿 Aβ値は検
体の前処理法の影響を受けることが報告されており、不適切な検体の取扱いは、診断性能
の低下を招く恐れがある。そこで本研究では、血漿 Aβを安定に測定可能な条件を検討する
ことを目的とした。 
方法 
健常人ボランティア検体を使用し、血漿分離前後の保存時間や温度、凍結条件、容器な
どの条件について検討した。血漿 Aβ42 と Aβ40は全自動免疫測定装置 HISCL™-5000
を用いて測定し、Aβ42/40比を算出して前処理条件の影響を評価した。 
結果 
血漿分離前の全血を室温で 2時間もしくは 4℃で 6時間まで保管しても Aβ42/40比に影
響はなかった。血漿分離後は室温、4℃のどちらでも 6 時間まで安定であり、-20℃以下での
凍結保存が可能であった。保存容器への蛋白質低吸着加工の有無も影響しなかった。 
考察 
本検討の結果から、安定に血漿 Aβを測定可能な条件が明らかとなった。この条件の範囲
内で検体を取り扱うことにより、実臨床においてもこれまでの報告通りの優れた診断性能を発
揮し、AD診断の有用なツールとなることが期待される。 
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